令和５年度　甲賀市地域安全安心ネットワーク会議（議事概要）
日時：令和５年８月２日（水）9:30～11:00
場所：甲賀市役所３階　会議室３０１　
　　
１　開会
・市民憲章唱和
・委員紹介　　
・市長挨拶　
・会長選任　甲賀市民生委員児童委員協議会連合会　冨岡会長
副会長選任　甲賀市青少年自然体験活動推進委員会　吉久委員長　　
２　協議事項
　　・各対策の取り組みについて、資料３に基づき報告
〇交通安全対策の取り組み　〔木村委員（甲賀湖南交通安全協会）〕　
〇高齢者の安全対策の取り組み　〔田中委員（ゆうゆう甲賀クラブ）〕　
〇子どもの安全対策の取り組み　〔前田委員（甲賀市青少年育成市民会議）〕　
〇自殺対策の取り組み　〔事務局（すこやか支援課）〕　
〇災害対策の取り組み　〔辻委員（甲賀市防災士連絡会）〕　
【質疑応答】
（会長）高齢者の安全対策の資料の表記の仕方について、児童の登下校の見守り活動では、スクールガードや民生委員さんが、朝夕の登下校の活動もしていただいているので、「高齢者の安全対策」という表記でいいのか。
→田中委員（ゆうゆう甲賀クラブ）
現在、ゆうゆう甲賀クラブに加入の支部についてのみ挙げているので、全てを把握している訳ではない。団体等で児童の交通安全に対する活動をしていただいているところは多数ある。
（会長）自殺対策について、自殺者数が全国平均を含めて甲賀市は非常に高い。因果関係が分かっているのであれば、教えてほしい。
→事務局（すこやか支援課）
亡っておられるので、その理由がつかめていないという現状があり、具体的にお伝えすることができない。
～その他質問・意見等なし～
３ 意見交換
（１）甲賀市青少年育成市民会議の活動から見えてくるもの～ＳＮＳの利用をきっかけとした犯罪被害～について、資料４に基づき社会教育スポーツ課から説明
　　・甲賀市青少年育成市民会議とは
　　・白ポスト有害図書回収の現状
　　・SNSの利用をきっかけとした犯罪被害
　　・まとめ
（２）子ども・若年の自殺予防対策について、資料５に基づきすこやか支援課から説明
　　　・自殺者の状況について
　　　・子ども若者の課題（国・県の動向）
　　　・SOSの出し方に関する教育とは
　　　・甲賀市の子ども若者への支援について
　　　・まとめ（子ども・若者の自殺対策のさらなる強化・推進について）
【意見交換】
（会長）少子化が進行している今日、1人でも健やかに成長し、成人式を迎えて、甲賀市に定着してくれることを願う。青少年の健全育成は非常に重要だと考える。

（副会長）私は複数の組織に属しており、協働やネットワークは非常に大事だと思う。市を挙げて取り組んであるコミュニティスクールも部局間で連携がとれているのか報告いただけたらと思う。
（市）コミュニティスクールについては、今年度は９校で実施している。学校教育の内容と地域学校協働活動でしっかりと連携をとっていきたい。また、生きづらさを抱える子に対する課題については、庁内連携し、検討を進めている。

（市）昨年度、ヤングケアラーについてのアンケート及び支援者対象の研修会を実施した。子ども政策部に今年度設置した電話相談窓口について、今後周知啓発していく。

（委員）子ども・若者の自殺について、本人からのSOSの察知を含めて状況を把握した場合の当会議での対応が課題である。子ども・若者の自殺について具体的な事例があれば参考に教えてほしい。

（市）子ども・若年の自殺はここ数年ない。十数年間では、あったが数が少ないので公表ができない。子ども・若者が助けを求めたときは対応できるよう色々な相談の形を周知していきたい。

（会長）地域共生社会といわれる今日、災害時も地域で助け合うことが安全安心なまちづくりにつながる。

（委員）この会議の委員全員が地域のことに少しでも気にかけ、地域の皆様の協力を得ながら情報を収集し、このネットワーク会議を通じてご意見や情報をいただき、協働しながら対応していきたい。

（委員）朝の子どもの見守りや挨拶運動もしており、挨拶をすれば返事が返ってくるようになった。

（危機管理課）災害対策のイベントとして７月９日に多羅尾の７０周年記念事業をした。地域の皆様が安全安心を一生懸命考えてくれていることがとてもよく分かった。
～意見交換終了～
　　　　　　　　　　　　　　　
４　閉会
　　・会長挨拶
　　
【配布資料】
〔資料１〕甲賀市地域安全安心ネットワーク会議設置要綱
〔資料２〕委員名簿
〔資料３〕各対策の取り組みについて
〔資料４〕甲賀市青少年育成市民会議の活動から見えてくるもの
　　　　　～ＳＮＳの利用をきっかけとした犯罪被害～
〔資料５〕子ども・若年の自殺予防対策について　
〔その他〕席次表
